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回転によるタイリングについて

堀山貴史
埼玉大学

2010/9/16

概要

タイリングは，基本図形に平行移動，回転，すべり鏡映などの単純な操作を繰り返

し適用することにより，隙間なく重なりなく平面を埋め尽くすことを指す．本発表

では，回転操作によるタイリングに注目し，タイリング可能な基本図形を生成する

手法を示す．具体的には，90度回転による p4タイリングと 60度回転による p6タ

イリングを対象とし，それぞれ polyomino (単位正方形の辺接続による図形)および

polyiamond (単位正三角形の辺接続による図形)を基本図形とする．
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